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★彩星の会とは ～出会いと絆～ 

彩星の会の存在を知った日から10年以上の月日が

過ぎていることを懐かしく、今の思いを表題とした。

当時、私は看護師として病院・施設・在宅と 20年以

上の現場から離職し、首都大学東京大学院の恩師勝野

とわ子先生（現岩手保健医療大学教授、首都大学東京

名誉教授）の下で学んでいた。先生は若年認知症サポ

ートセンター（以後サポートセンター）の理事兼“ゆ

うゆうスタークラブ”（以後“ゆうゆう”）の主催者で

もあった。2年目を迎えた“ゆうゆう”に授業の一環

として初めて参加したときに、彩星の会の会長兼サポ

ートセンター理事の干場功氏に声を掛けられ、サポー

トセンターの事務局の仕事をお手伝いすることにな

ったがそれが彩星の会に関わり始めたきっかけであ

る。 

今では「若年認知症」の言葉に対しても抵抗がやわ

らぎ、行政として支援の手が差し伸べられている。し

かし、設立当時は全国にただ一つの若年認知症家族支

援組織であった「彩星の会」は私が関わり始めた頃に

は既に６年が経過していて、その当時は、2 か月に 1

回の定例会に地方からも多くの本人・家族が訪れてい

た。 

今でも、忘れられないご夫婦がいる。歩くことも会

話にも支援が必要な認知症の妻を静岡県清水市から

離れた町より始発の普通電車に乗せて 5 時間以上も

掛けて連れて来ていた夫である。その大変さは誰が見

ても理解できるが、定例会での輪が楽しみだと生き甲

斐のように笑顔で話をしていたこと。高齢者ではなく

“若年”であることの現実に直面した悩みを同じ境遇

にある方々と話すことで、心が癒されたり介護のヒン

トを得たり、時には専門医からのアドバイスを受けて、

元気を取り戻そうとしていたことがわかる。そして、

同じような思いで参加し続けている家族が今でも変

わらず多くいる。 

 

 

★「全国若年認知症家族会・支援者連絡協議会」につ

いて 

サポートセンターは若年認知症者の家族会の支援

を全国に広げようと、10年前に WAM＊1の社会福祉

振興助成事業で支援活動を行った。その内容は、支援

団体の全国組織を立ち上げることであり、そのため既

に支援団体のあった大阪・北海道・福岡をはじめ１人

の当事者のために本人・家族を支える支援者のいる香

川県や福井県にも出向き講演会の開催などを行って

「全国若年認知症家族会・支援者連絡協議会」（以下

“全国協議会”）を立ち上げ、その第 1 回全国交流集

会を都内で開催した。今年で 10回目を迎えるが当時

の活動が今の基盤となっている。 

先日、久しぶりに全国協議会の総会に参加した。そ

れぞれの地域の特性を活かした地道な活動が少しず

つ動いていること、個々の意見が大きな輪になって広

がっていることを目の当たりに感じながら、若年認知

症の方を支える思いの深さと人と人の絆の強さが会

の誇りに思えた。同時に、若年認知症専門員バッチの

デザインの作成者としてバッチの意味を思い出した。 

フクロウは彩星の会の思いを繋ぎ、ハートの顔は愛

情豊かなホットな心での支援を意味し、オレンジは認

知症のオレンジリングの色、黄色はひまわりの“高貴”

の花言葉を交えて考案したこと、200 個のバッチも

今は数少なくなり再発注されたと聞いている。若年認

知症支援者育成の一助になっている若年認知症専門

員認定研修の修了者が、これからも増え続けることを

期待している。 

 

★“ゆうゆうスタークラブ”への願い ～継続は力な

り～ 

現在もボランティア活動が継続されている“ゆうゆ

う”は、サポートセンターの事業の目的の一つである

本人・家族支援をミッションとしてミニデイサービス

を杉並区阿佐ヶ谷のゆうゆう館で毎月第２日曜日
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（11 時～16 時）に開催している。 

関わり始めてから 10年の時の流れの中で、多くの

出会いと別れが思い出として心にいくつも刻まれて

いる。先日、法話「永遠のいのち」を聴講した時に、

絵本≪わすれられないおくりもの≫＊2が重なり、心に

“ゆうゆう”の方々が過（よぎ）っていた。法話の主

旨は「知恵や工夫 助けあうこと＝わすれられないお

くりもの＝永遠のいのち＝共に生きること」であった。

“ゆうゆう”に来て下さった本人達は、言葉が上手く

発せなくても、自分の伝えたい思いを表情や小さな動

きで訴えている。培った人生の中で自然に身に付いた

手続き記憶＊3 や感性が蘇える瞬間を発見した時の感

銘は深い。その環境を整えることが“ゆうゆうスター

クラブ”の原点であるように思っている。同時に、家

族同士が知恵や工夫を伝え、助け合うことで笑顔を取

り戻す場となっている。これからも看護力を培う場と

して「継続は力なり」の活動をしていきたい。その為

にも“ゆうゆう”が大切にしている安全・安心・笑顔

に必要なサポーターが減少している課題の中で、これ

からも継続させる為に多くの専門職ボランティアを

求めている。 

 

★“彩星の会”への思い ～伝えていくこと～ 

彩星の会は今年で１７年目を迎える。この間、若年

性認知症に悩みを抱える多くの家族が集っていた中

で、悔しくも介護されていたご本人を亡くされた方々

がいる。彩星の会の目的＊4 を達成するためには「残

された家族の大きな経験を、これから介護が始まる家

族に“継続して”伝えていくこと」がその重要な柱と

なる。その願いから退会せずに引き続き会員として、

会の活動に協力して支えている沢山の方々に心から

の敬意を感じる。これからも、若年性認知症ご本人と

家族の拠り所として彩星の会の更なる発展を期待し

て、巻頭に言葉を残します。 

 

＊１）WAM：独立行政法人福祉医療機構 

＊２）絵本≪わすれられないおくりもの≫：スーザン・

バーレイ（評論社） 

＊３）手続き記憶：長期記憶のうち、技能や一連の動作

に関する記憶。具体的には、自転車の乗り方や楽器の

弾き方などの記憶を指す。 

＊４）彩星の会の目的：若年性認知症への理解を深める

とともに、若年性認知症本人とその家族を支援し、若

年性認知症への専門的治療・介護の向上および福祉の

充実を図ることを目的とする。（会則第１条） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

９月３０日（日）新宿区立障害者福祉センターで彩

星の会の定例会が開催されました。 

あいにくの台風直撃で予定していた高橋正彦先生の

講演は中止となり、交通機関もストップとなりそうな

中でしたが４名のご本人を含め２７名の家族会員、ボ

ランティアの方が集まってくれました。デイホーム弦

巻の管理者の方もボランティアとして参加してくれ、

また見学の方が２名参加されました。 

 
当日はご本人・ご家族が一部屋に集まり自己紹介を

兼ねた情報交換会という形式で行いました。 

中にはご主人の症状の悪化に涙をこらえきれずに

話される家族会員の方もおられこれに家族会員の方

がアドバイスするという場面もありました。 

机の配置もコンパクトにまとめて顔を付き合わせ

ての話ができいつもとは違う濃密な話し合いができ

たと思います。 

そのあとの二次会は近くのサイゼリアで行われ夕

方過ぎからは台風で電車が止まるという中でも１１

名の参加がありお互いの情報交換や楽しい話で盛り 

上がりました。 

 

 
10 月２８日（日）新宿区立障害者センター祭が開

催され、彩星の会はバザーに出店しました。大変盛況

な中、当日売上は 48,920 円でした。皆様のご協力

に感謝いたします。 
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ＮＰＯ法人 

『Ｄカフェまちづくりネットワーク』 

この団体は広く一般市民を対象として、認知症

の人と家族を支える地域の交流拠点である「Ｄカ

フェ」の運営を中心に、認知症や介護に関する交

流・ネットワーク化、広報・普及、学習・研修及

び調査・研究などの事業を総合的に実施すること

により、1 人でも多くの当事者及び家族が、認知症

になっても穏やかに暮らし続けられるよう支援す

るとともに、世代や領域を越えた市民の支え合い

を広げ、だれもが安全で健やかに暮らせる地域社

会づくりに寄与していくことを目的として、２０

１４年に東京・目黒区で立ち上げられました。 

現在ネットワークは目黒区を中心に１０ヶ所に

広がっています。 

 

 
 

本部〒153-0053 目黒区五本木 1-5-11 

代表 竹内 弘道 

☎03-3719-5592 

http://d-cafe@kazekusa.jp/ 

『寝室の虫退治』 
Q 寝る前に「寝室に虫が這っている気味が悪い」 

A 「虫がいる」という場所に消臭スプレーをかけて

「退治したから安心して」といって成功 

『尋ね方』 

Q 認知症の人はデイに行って来たことを覚えてい

ないときもある。 

A 「楽しかった？」と尋ねるよりも「たのしかった

ね！」のほうが心の安定につながる 

サポーターとして 5?6年になります。 

当時既に川崎の若年認認知症グループ「どんどん」

にサポーターとして参加して数年になっていまし

た。住まいが高田馬場なので、自宅近くに若年認知

症のグループ活動がないかと探していたら彩星の会

の事務所が同じ区内にあることを知り、また、そこ

に「どんどん」にも関わっていた白石さんがサポー

ターをしていることを知り紹介してもらいました。  

 私は保健所で精神保健福祉のソーシャルワーカー

の仕事をしている中で、若年性認知症の方達・その

家族の方々の困難な状況に直面しました。問題が少

しでも解決し前進してほしい思いから、定年後も微

力ながら関わろうと参加しております。 

定例会には欠席のことが多いのですが、可能な時

は参加していきます。よろしくお願いいたします。

北海道で毎夏開催されているひまわりマラソンには

一度参加したいと思っています。 

飯田真理子 
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『先に呆けたほうが勝ちよね！』 
 

古宮 實 
<妻 古宮裕子のプロフィール> 

昭和27年 8月 29日杉並区和田にて出生。 

都立豊多摩高校卒業後、三菱キャタビラ、ゼオン等々

の職歴を経て私の会社の経理担当に。 

５９歳の頃から請求書、見積書が手書きなのにコピー

したように何枚も何枚も書き！！ 

市立病院“もの忘れ外来”で認知症の診断。 

 

まだ若い頃に妻が「人生って歳とって先に呆けたほ

うが勝ちよね！」って笑って言っていたことが思い出

されます。まだまだ“認知症”という言葉がない頃で

したが、今では彼女に負け続けています。 

 

 サークルで女性合唱団に１０数年間入り、ウィーン

少年合唱団との交流会でドイツ迄行ったりしました

が、そのうち国内の発表会で楽譜、衣装、装身具の忘

れ物が顕著になり始め、団員の世話役が難しくなり、

車で団の人達の送り迎えの道順を間違えるように。 

家では、今まで出来ていた料理の手順が覚束無くな

り、洗濯物の干しかたが四角ハンガーにタオル一枚一

周して他は干せずに呆然として、「ねぇどうすれば良

いの」と聞いてくる始末。 

 

まだその頃は会話が出来ていたけれど、次第に自分

から声を出すことが難しくなってきました。普段から

無口だったのと、無口も口癖と聞いた事があったので

そんなに気にしていませんでした。ドライブに行って

も一言も自分からは話すことはなくなりましたが穏

やかな気分のようでした。 

 

しかし、余りにも忘れ物が多くなり始め、市立病院

「物忘れ外来」で診察、ＭＲＩ・ＣＴ、全ての検査の

結果、認知症と診断。 

 始めはメマリーとか三種類の薬を服用、しかし次第

に飲み込む事が困難に。その頃に、てんかんの発作が

はじまり、今まで数ヶ月に一回程、決まって朝目覚め

てベッドの中での発作が起きるように。 

主治医に相談したところ、認知症の薬は止めて、て

んかんだけの、シロップだけにしようと。 

 

 その頃に長女がインターネットで彩星の会を聞き

あて、自分は乗り気でなく躊躇して居たところでした

が、限界を感じて伺ってみたところ、小澤さん二見さ

んその他のメンバーさん達が本当に私の近所近くに

居るような、とても親近感ありありで、もっと素直に

早く入会すれば良かったと。 

 

 なかなか自分の妻が、そんな病とは受け入れられま

せんでしたが、入会して同じ悩みを抱える人達の苦悩

が良く分かるように。後、保険の請求、社会保障助成

金等々の仕方の助言。本当に自分から出向かないと何

にも恩恵受けられない社会と思い知りました。 

 

今の裕子は、要介護３に。性格は以前にまして無口

ですが、デイでも家でも怒る事がなく絶えず微笑みが。

愛犬ミニチュアダックスを可愛がり、愛犬もデイから

帰って来る車を３時過ぎからずーと門の前で待って、

11 歳なのに、この猛暑の最中、西日を浴びながら幾

ら呼んでも家に入らず、４時半頃帰って来たときの喜

び様は、庭中掛けずり回って。 

朝はベッドで寝ている裕子の顔にダックスを抱っ

こしてあげて、尻尾フリフリと、顔ナメナメ。裕子は

ニヤリとお目覚め。 

 

デイは２６年８月から月曜日、火曜日、木曜日、土

曜日の４回お世話に。今の所が気に入っているようで、

笑顔絶えない様子だとか。今では何も出来なくなって

しまった裕子ですが、本当に先に呆けた方が勝ちとは。 

 

最近は歩くことが難しくなり、以前は自宅松戸から

市川駅まで往復8キロを歩き、駅前でランチをするの

が楽しみでした。その頃は手を繋ぐなんて恥ずかしい

と思っていたけれど、今ではいつ何時でも手を繋いで

いるので、近所からは「何と仲がいい」って言われる

けれど、実際は転びそうでころびそうで。 

これ以上歩くのが困難になったら、古川さんご夫妻

のように車椅子も視野に入れて、彩星の会の定例会に

出られたらいいと思うこの頃です。 
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『夫は 70 歳を目前に控えた 

アルツハイマー型認知症です』 
 

Ｔ.Ｓ 
 
 

夫は 51歳の時、脳出血で倒れました。物の名前や

人の名前がスムーズに出てこなくなり、仕事上の打ち

合わせもすぐに忘れてしまうありさまでした。零細な

下請け企業を営んでいましたので、十分な療養やリハ

ビリを行うことが難しく、時間に追われながら仕事を

こなすほかありませんでした。 

 

病後の発作を抑えるために薬の服用を続けていた

のですが、本人的にはこの薬が仕事の意欲を低下させ

る、と思っているようでした。 

ところが、この薬を止めても一向に意欲も記憶力も

判断力も向上しません。それどころか、しきりに「記

憶がとぶ」と言うようになりました。仕事が手につか

なくなりました。 

 

医師はうつ病を疑いましたが、「念のため」行った

長谷川式テストの結果は 23 点でした。「冗談を言っ

てるんじゃないの？」「これじゃ、70歳の人にも劣る

よ。」と言われたことをはっきりと覚えています。 

医師と同様、私も夫の異変には気づきませんでした。

諸々の生活の不自由さは脳出血の後遺障害がもたら

すもの、という認識だったからです。まさか認知症と

は、この時、夫は58歳でした。 

 

当時は地方都市で夫婦二人暮らしでした。子供二人

はやっと独立したばかりです。 

子供たちと相談して事業をたたむこと、上の子供の

いる東京へ転居することを決断しました。 

車の運転ができない私には、地方都市暮らしは不便

ですし一人での介護も限界が来ると思われました。ま

だ新しい環境になじめる間に、少しでも楽しみたいと

思ったのです。 

 

それからの5年間は、あれこれ違和感を持ちながら

も楽しく過ごすことができました。 

元々頑固でプライドの高い夫は、自分の病気を受け

容れることが難しかったようです。 

若年認知症のデイサービスのある世田谷に行った

り、町田を訪ねたり、地元のデイサービスを覗いたり

しましたが、どこにも行くことを拒否しました。 

 

従って、他人様との交流は望めませんでしたが、親

子3人で国内外を旅行したり、美術館や音楽会、観劇

など休みの度に出かけたりしました。出先でおしゃれ

なカフェなどに入ると夫はとても喜んでくれました。 

 

本人は若い時からの趣味である油絵や写真などに

没頭して過ごしました。 

夫は楽しもうという意識が強い人だったので、人生

で最も幸せな時間だったかなと思います。 

 

この後の5年間は、ある出来事を境に病状は激変し、

我々にとっては疾風怒濤の日々となりました。 

人に依って病態はさまざまだと思います。家族の受

け止め方も然りです。私は、「明けない夜はない」と

いう思いで１日１日を過ごしてきました。 

 

2年間のデイサービス、ショートステイ利用を経て、

現在は１年前より有料老人ホームに入居しています。

受け入れてくださった施設のスタッフの皆様には心

から感謝しています。もちろん、夫にも。 

 

今日はベッドの上に、かつて夫自身が描いた愛犬の

絵を掲げて、私が「ワンワン！」と言ったところ、な

んと何ヶ月ぶりでしょう、夫は声を出して笑ったので

す。 

本当に嬉しそうに。 
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「若年認知症家族会 空知ひまわり」 

佐 野 とも子 
 今では夏の風物詩になった「北商ロードレース大会」

も、今年で54回目を数える大会となりました。参加

者も年々増加し今年は、過去最高の613人のランナ

ーが健脚を競いました。 

 

 「若年認知症家族会空知ひまわり」が設立し11年

目を迎えました。認知症の当事者の方や支援者、関係

者の皆さんが認知症の普及、啓発を図ることを目的に、

全国より参加されるようになって、今年で７回目とな

りました。 

ロードレース大会の前日には「前夜祭」として、交

流会を重ねてきました。今年の参加者は、東京、千葉、

新潟をはじめ、札幌、苫小牧より多数の皆様にお越し

いただきました。本当にありがとうございました。 

 

 北竜町は人口２千人を割った、本当に小さな町です

が、ひまわりを核として観光、お米、黒千石大豆、メ

ロンなど、自然豊かな環境の中で、町民１人１人が力

を合わせて、明るく、安心安全な町づくりを推進して

おります。 

 また、「認知症になりにくいまちづくり宣言」を平

成28年度に行い、認知症にやさしい町づくりも展開

しております。 

 

 

 7 月 22日（日）午前10時に第54回北商ロード

レース大会の号砲が鳴らされ、ランナーは一斉にスタ

ートしていきました。20ｋｍ、10ｋｍ、5ｋｍ、３

ｋｍ、ペアなど、それぞれにあったコースに健脚を競

いました。 

  
 ロードレース大会終了後には、いつものように場所

を移動してバーベキューを皆さんで行いました。今年

は、北海道ひまわりの会（札幌市）の皆さん33名を

はじめ、エーザイ、彩星の会、苫小牧、旭川、地元空

知ひまわりの皆さん総勢83名での開催となりました。 

 私も当日は、おにぎり班の一員として参加させてい

ただき、120個製作したおにぎりは「完食」してい

ただき、本当に嬉しく思いました。 

 全道、全国より皆さんがこうして１つの目標に向か

って邁進することに少しでもお役に立てるよう、感謝

を申し上げるとともに、今後とも宜しくお願い申し上

げます。 

 
＊この記事は７月２１～２２日にかけて北海道北竜町の主催

で開催された北商ロードレース大会「ひまわりマラソン」につ

いて、佐野町長の奥様から彩星の会のために寄せていただいた

ものです。 

掲載が遅くなったことをお詫びいたします。（編集部） 
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文部科学省特別選定映画、厚生労働省推薦映画 
監督・撮影・語り：信友直子 
 

 認知症の妻を介護する、耳の遠い父親。そんな両親を

離れて暮らす娘が見守る姿。レンズを通して見えてくる

ものは、在宅介護の苦難を感じさせない夫婦愛と家族

愛のすばらしさである。 

 広島県呉市で暮らす両親から遠く離れた東京で生活

する直子は、結婚もせずに仕事に没頭するひとり娘で

ある。４５歳の時に自身が乳がんとなった。その娘のため

に母親が上京してくる。術後の病院生活や退院あとの

世話を幾日も一緒に暮らす。 

抗がん剤の副作用で髪の毛が抜け落ちる。気落ちす

る娘を「そんなん、すぐ生えてくるけん」と軽く流す。こ

んな母親の姿に強く愛情を感じ、両親の記録を撮ること

を決心する。これが１２００日のドキュメンタリー映画とし

てのスタートになる。 

 しかし、幾日もファインダーを覗くうちに、母の行動に

変化が起きていることに気づく。物忘れや同じことを繰

り返すなど認知症ではないかと疑うようになったのだ。 

 母親と一緒に診察をうけると、果たして、「アルツハイ

マー」と医師から告げられたのだ。 

年老いた夫婦だけの生活は無理であろうと判断をし

て、「直子が家に帰ってこようか」と父に伝えると、「母

さんはわしが見るから、お前は仕事をするがええ」と逆

にたしなめられた。「好きな文学の仕事を戦争でできな

くなり悔しかった」と幼い私を膝のうえで話した父を思

いだす。娘には同じ思いをさせたくないという思いの言

葉だった。 

 こうして、認知症の母８７歳と耳の遠い９５歳の父が織

りなす在宅介護の生活を、娘（直子）の語りで進行するド

キュメンタリー映画である。 

 多くの人たちは認知症をもつ人の行動は容易に想像

ができると思うから、ここでは多くは語らない。一つ二

つを書くとすれば、洗濯機の中の洗い物を廊下に広げ

その上で寝てしまう。またデイ・サービスの時間になって

も、駄々をこねてフトンから出ようとしないなど認知症

特有の動きの場面がでてくる。 

一方、買い物袋を両手に下げて歩く、腰の曲がる父親

の姿は見る側にはとても辛い場面もあるが、９５歳の夫

がリンゴを剝いて妻に渡す。「おいしいね、しあわせだね」

と笑顔をむける妻。ここは本当に癒される場面だ。認知

症と老いはイコールであることを、夫婦愛が明らかにし

てくれるうつくしい映画である。呉市の美しい景色と抒

情豊かな音楽が良質の映画に花を添えている。 

多くの方々にぜひ観てほしい映画である。 

１０月１７日（水）19：30～21：15 場所：東京都立松沢病院 

 

東京都認知症疾患医療センターのひとつである世田谷
区の都立松沢病院が主体となって区域内の認知症に関
する医療・介護を連携していく取り組みについて第１回
目の協議会が開催され彩星の会の森代表も参加してき
ました。それに関しての報告です。 
 

松沢病院院長齋藤正彦氏を中心に、認知症医療関係

者、東京都保健局、若年認知症総合支援センター、包括

支援センター、医師会委員と彩星の会を含む認知症家

族会など、出席者が３０名を超える大きな会議であった。 

 

会議の内容 

１）東京都における認知症疾患医療センターの指定状況

と運営事業の実績。 

報告書（４月～９月）の資料配布があった（一部抜粋） 

 

a）上期入院実績、認知症研修活動報告、物忘れ家族教

室や物忘れよろず 相談などがグラフや数値で理解し

やすい資料であった。 

 

b）非薬物療法の一つの「メモリートレニング」が認知症

機能低下の進行を 防ぐことを目的に取り入れて２３回

目になる。別名記憶のリハビリテーションとも呼ばれて

いる。 

 

２）東京都の認知症施策（平成３０年度）には「都における

施策の方向性」と認知症施策費として予算額：３４億円 

内訳は「認知症の容態に応じた適時・適切な支援の提供」

と「「認知症の人と家族を支える人材の育成」、それと

「認知症の人と家族を支える地域づくり」である。 

この地域づくりの一項目に若年性認知症の有病率及

び生活実態を調査費として３３００万円計上となってい

る。 

 

３）松沢病院からの３つの認知症対応の報告事例の紹介

があった。 

 

 以上、内容に対する質疑応答があり最後は各出席者

からの近況報告が行われた。 

(文責：代表 森義弘) 

 

 

『ぼけますからよろしく』 

-泣きながら撮った１２００日の記録- 

映 画 紹 介 
龍 平四郎 
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■１１月定例会 

日 時：１１月２５日（日）13：00～15:30（12：30 受付開始） 

会 場：『新宿区立障害者福祉センター』新宿区戸山１－２２－２（別添地図参照） 

家族交流会：若年性認知症『当事者の講演』 
今回は当事者ご登壇のため、ご家族とご本人は同じ部屋を用意します。 

講演会終了後、家族交流会になった場合にはご本人を別の部屋にご案内します。 
＊ご参加のかたは 11月 23日（金）までに、事務所にご一報くださるようよろしくお願いします。 

 

■「彩星だより」の受け取りを郵送からメールでの受取りに変更しませんか？全面カラー版で、しか

も数日早く見られます。お申込み方法➡彩星の会メールアドレス hoshinokai@beach.ocn.ne.jp に 

「彩星だよりメール受信希望」とお書きの上お名前も忘れずに送信してください。 

 

■ご報告 下記の方々からご寄付をいただきました。（８月～９月） 

石坂由美子様、伊藤雄子様、伊藤金政様、大塚智穂子様、柏原喜代子様、上薗理津子様、 

小檜山和子様、鈴木康子様、元木たか子様、阿部良子様、白石真澄様、高橋浩重様、 

黒田道子様、木村幸子様、匿名様 

合計額 372,700 円（2018 年 1 月～9月）  厚く御礼申し上げます。 

■【彩星だより９３号に掲載した記事に一部誤りがありましたのでお詫びして下記のとおり訂正します】 

東京都に居住の方へ朗報 
心身障害者医療費助成制度（マル障）適用範囲が拡大されます。 

精神障害者保健福祉手帳 1級をお持ちの方は、平成 31年 1 月 1日から心身障害者医療費助成制度

（マル障）の対象になります。 

・申請受付：平成３０年１１月１日から。区市町村担当窓口。受給者証が発行されます。 

・対象者：東京都内住所を有する方で、精神障害者保健福祉手帳 1級の方 

（所得金額による制限があります） 

・経過措置：６５才以上の方および６４才（平成３１年６月３０日までに６５才になる方）につい

ての経過措置があります。 

・助成内容：マル障をお持ちの方は、医療機関における医療費の窓口負担が「１割」になります。（住

民税非課税の方は、窓口負担なし になります） 

・対象外：①６５歳以上になってはじめて精神障害者保健福祉手帳 1 級をお持ちになった方 

②６５才に達する前までにマル障申請しなかった方（①②とも経過措置があります） 

・自立支援医療（更生・育成・精神通院）はマル障に優先して適用されます。なお、マル障との併

用は可能です。 

<問い合わせ先> 東京都保健福祉局 03-5320-4571 

<ホームページ>「東京都マル障」で検索 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/josei/marusyo.html 

 

 

編集後記 北海道地震の当日、主人の故郷の道東へと行って来ました。降り立ってから全道停電と知り少し心配しま

したが、翌日には復帰し不便なく過ごせました。その日は思いがけず満天の星に出会い感激しました。360 度の星を見

渡しながら、お父さんはこんな星空を普通に見てたのかしら、と娘たちと遠くの主人に想いを馳せた北海道の夜でした。

（アリス） 

mailto:彩星の会メールアドレスhoshinokai@beach.ocn.ne.jp
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/josei/marusyo.html

